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                2023年12月20日 

報道関係各位  

大和ハウス工業株式会社 

代表取締役社長 芳井敬一 

大阪市北区梅田 3－3－5 

 

大和ハウス工業株式会社（本社：大阪市、社長：芳井敬一）は、研修施設「大和ハウスグループ み

らい価値共創センター」が、「2023 年度省エネ大賞（省エネ事例部門）」の「省エネルギーセンター

会長賞」を受賞しましたので、お知らせします。  

 

当社は、創業 100 周年となる 2055 年を見据えた環境長期ビジョン“Challenge ZERO 2055”を 2016

年度に策定し、環境負荷ゼロに挑戦しており、気候変動においては、2050 年までに温室効果ガス排出

量の実質ゼロを目指すカーボンニュートラル戦略を進めています。 

こうした取り組みのなか、2021 年 10 月に開所した「大和ハウスグループ みらい価値共創センター」

は、帯水層蓄熱システム（ATES）や太陽光発電システム・太陽熱集熱パネル、画像センサーによる照

明・空調制御システムなど、自然エネルギーの活用や最先端の環境配慮技術の導入により ZEB Ready
※1 を実現した施設です。このたび、当施設における風・太陽・水の自然エネルギーを最大限に活かし

たエネルギー削減の取り組み実績が評価され、「2023 年度省エネ大賞（省エネ事例部門）」の「省エネ

ルギーセンター会長賞」を受賞しました。 

 SDGs と事業を統合した企業経営が求められる中、当社は脱炭素社会への取り組みを加速させるこ

とで、経営基盤のさらなる強化を図り、持続的な成長ならびに事業を通じた持続可能な社会への貢献

を果たしていきます。 
※1. 再生可能エネルギーを除き、基準一次エネルギー消費量から、50％以上の一次エネルギー消費量を削減した建

築物のこと。 
 

●事務局からの評価コメント 

本応募は、大和ハウスグループの研修施設において、自然通風、太陽光・太陽熱、井水(地中熱)・

雨水の自然の恵みを活用し、ZEB Ready を達成した事例である。主な技術は、自然エネルギーと省

エネ技術を活用した以下のアイテム。①高断熱サッシ・高断熱外壁の採用②自然通風による空調稼

働の削減③昼光利用による照明稼働の削減④太陽光発電・太陽熱集熱パネルの採用⑤地中熱（地下

水）利用他。特に、地中熱を利用した熱源により空調・給湯のエネルギーを賄うことで大幅な省エ

ネを実現。本施設は当グループの研修施設にとどまらず、環境配慮技術のショールームとして、ZEB

化や地中熱利用の促進を担っている。基準値 30,681.3GJ/年に対して、2022 年度における実測値は

9,067.0GJ/10,636.9GJ（再エネを含む/含まない）となり、削減率は 70.4％/65.3％、原油換算にて

570kL/528kL の削減を達成した。 
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■「大和ハウスグループ みらい価値共創センター」について 

  「大和ハウスグループ みらい価値共創センター」は、国際的な環境認証「LEED®」※2、「WELL®」

※3、「SITES®」※4、国内認証である「JHEP」（生物多様性）や「BELS」（省エネ）を取得してお

り、国内外の厳しい基準をクリアした世界水準のサステナブルな施設です。様々な環境配慮技術や

省エネ設備を活用し、年間で空調・換気エネルギーを 62.3%、給湯エネルギーを 45.2％、照明エネ

ルギーを 80.3％削減しています。※5 
※2．環境配慮に優れた建築物であるグリーンビルディングを評価する認証。 
※3．建物を利用する人の快適性や健康への配慮を評価する認証。 
※4．ランドスケープの持続可能性を評価する認証。 
※5．各エネルギーの削減率は、建築物のエネルギー消費量計算プログラム（非住宅版）により算定した基準値 
     からの削減率。 
    

●主な環境配慮技術や省エネ設備 

 （１）帯水層蓄熱システム（ＡＴＥＳ） 

    年間を通して一定の温度を保つ地下水を熱源として空調と給湯に利用することで、エネル

ギー使用量を大幅に削減しています。また、空調時の排熱を大気に放出しないため、ヒート

アイランド現象の緩和にも寄与しています。 

 
【帯水層蓄熱システム（ATES）の概略図】 

 

（２）太陽光発電システム・太陽熱集熱パネルの設置 

太陽光発電システム 100kW とリチウムイオン蓄電池

10kWh を連携させ、発電した電力は建物内で全て自家消

費しています。あわせて、太陽熱集熱パネルを設置し、太

陽熱を給湯利用することで給湯エネルギーの使用量を削

減しています。 
 

【太陽熱集熱パネル】 

 

（３）各種センサーによる照明・空調制御技術 

    施設内に設置した画像センサーによって、エリア内の人数や人の動きを検知・識別するこ

とで、場面に合わせた明るさに自動調節し、照明エネルギーを削減しています。また、同セ

ンサーによるデータと室内外の空気質・気温などのデータをもとに、最適な外気導入のタイ

ミングを利用者に知らせる「気持ちいいサインシステム」を導入し、建物内に効率的に風を

取り込むことで、空調稼働削減につなげています。 

  

【人の動きを識別した照明制御】 【気持ちいいサインシステム】 
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●省エネ大賞 

本表彰は、一般財団法人省エネルギーセンターが実施（後援：経済産業省）しているもので、国内

の産業・業務・運輸部門に属する企業、工場、事業場等の省エネルギーを推進している事業者及び省

エネルギー性に優れた製品を開発した事業者の活動を表彰することにより、省エネルギー意識の浸

透、省エネルギー製品の普及促進、省エネルギー産業の発展及び省エネルギー型社会の構築に寄与す

ることを目的としています。 

 

●施設概要 

所在地：奈良県奈良市西九条町 4 丁目 1－1 

延床面積：17,048.07m²（5,157.04 坪） 

敷地面積：18,251.37m²（5,521.03 坪） 

階数：地上 4 階建て 

愛称：コトクリエ 

開所日：2021 年 10 月 1 日 

URL：https://www.daiwahouse.co.jp/kotokurie/  
 建物外観 

●当施設のこれまでの主な受賞歴  

時期 内容 

2022 年 1 月 「ウッドデザイン賞 2021」受賞 

2022 年 9 月 「第 5 回エコプロアワード」にて「優秀賞」受賞 

2022 年 9 月 「第 35 回日経ニューオフィス賞」にて「ニューオフィス推進賞」受賞 

2022 年 11 月 「令和 4 年度気候変動アクション大賞」受賞 

2022 年 12 月 「第 17 回日本ファシリティマネジメント大賞」にて「特別賞」受賞 

2023 年 1 月 「IDA(International Design Award)2022」にて「銀賞」を受賞 

 

 

以  上 

 

お問い合わせ先 

広報企画部 広報グループ   ０６（６３４２）１３８１ 

東京広報グループ ０３（５２１４）２１１２ 

 


